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研究成果の概要（和文）： Modified Atmosphere(MA)包装と 1-メチルシクロプロペン（1-MCP）

の組合せ処理はカーネーションおよびインパチェンス鉢花の室内での観賞期間を延長させた．

カーネーション鉢花への能動的 MA 包装（10 % O2，2.8% CO2）と 1-MCP 処理は鉢花の呼吸とエ

チレン合成関連遺伝子の発現およびエチレン生成を抑制するとともに炭水化物含量の減少を緩

和し，鉢花品質を改善することが示唆された．  

 
研究成果の概要（英文）：Combined treatments of Modified Atmosphere Packaging (MAP) 

and 1-methylcyclopropene (1-MCP) prolonged the display life under the room condition in 

potted plants of carnation and impatiens. Especially active MAP（10 % O2，2.8% CO2）and 

1-MCP inhibited respiration rate and expression of ethylene related genes, decreased 

ethylene production, and alleviated decrements of carbohydrates, thereby improved the 

quality of potted plants. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 鉢花カーネーションは母の日を中心に

約500万本が集中して出回り，流通段階および

消費者の下での品質維持が課題である．鉢物

の方が切り花よりも品質保持が短いことも多

く，対策を施して約2週間は室内で開花を継続

させる必要がある．インパチェンスも鉢花ま

たは花壇苗として期待されている花である．

しかし，インパチェンスにおいては，出荷後

の輸送中の小花の脱離が大きな問題となって

いる． 

(2) カーネーションやインパチェンスはエ

チレン感受性の高い種である．エチレン阻害

剤である1-メチルシクロプロペン(1-MCP)処

理は生産地から輸送後のカーネーション鉢物

の花持ちを延長した．このとき，1-MCP処理を

しないポリエチレンフィルムで包んだカーネ

ーションにおいても，開花促進などの効果が
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認められた．この理由として密封によりCO2濃

度が高まり，エチレンの生成段階の最終ステ

ップであるACC酸化酵素の酸化が高CO2により

抑制され，エチレン生成が低下した可能性も

考えられる．このような鉢花への高CO2処理，

いわゆるMA（Modified Atmosphere）包装技術

の有効性については報告がほとんど見あたら

ない． 

  

２．研究の目的 

(1) カーネーションおよびインパチェンス鉢

花に対するMA包装と1-MCP処理の影響につい

て様々な条件で検討した． 

(2)特に，MA包装と1-MCP処理がエチレン関連

遺伝子の発現と実際のエチレン生成と老化に

及ぼす相互作用について明らかにすることを

目的とした． 

 

３．研究の方法 

(1)厚さ 0.01，0.05 または 0.1mm のポリエチ
レン袋を用いて鉢花を個別に包み密封し，袋
内で 1.0ppm 1-MCP処理を発生させた．段ボ
ールに入れ，輸送をシュミレーションするた
め 20℃暗黒条件下にて 2日間処理した．処理
期間中，袋内の空気を採取し，エチレン，CO2，
酸素および窒素の濃度をガスクロマトグラ
フでモニタリングした． 20℃，PPFD 15 μ
mol m-2 s-1(12時間日長)で品質を評価した．
鉢花の開花数，蕾数および萎凋花数などを測
定した． 
(2)さらに MA包装の効果を高めるため，MA包
装開始時に CO2を送り込む Active（能動的）
MA 包装を試みた．‘スカーレット’鉢花の小
花を厚さ 0.1mmのポリエチレン袋を用いて密
封し，袋内を 2.8% CO2，10% O2の条件とし，
20℃暗黒条件下にて 2 日間処理した．同時に
1 ppm 1-MCP 処理を行った． 
 
４．研究成果 

(1)1-MCPとMA包装の組み合わせ処理において

，両品目で品質の顕著な改善が認められた．

カーネーションでは1-MCP処理は，処理後4～8

日目の開花数を有意に増加させたが，MA包装

単独では効果が小さかった（図1）． 

第１図. MA包装とMCPが開花数に及ぼす影響.

図2. フィルムの厚さと包装内のCO2濃度の変化. 

 カーネーション鉢花における包装内のガス

組成は， MAP処理48時間中のエチレン濃度は

処理開始24時間後にピークを示し，以後減少

した．CO2は時間の経過に伴い増加し，フィル

ムが厚い程，濃度が高まった(図２)．酸素は

時間の経過に伴い減少し，約15％まで減少し

た．インパチェンス鉢花において1-MCP処理は

葉の黄化を抑制したが，MA包装のみの処理で

は，インパチェンス小花の落花が増加したこ

とから， 1-MCPを組み合わせが不可欠である

ことが示唆された．対照区における小花のエ

チレン生成量は収穫4日後に58.3 nL/g/hrと

高く，クライマクテリック上昇を示した． 

(2)能動的MA包装(a-MAP) および 1-MCPと能

動的MA包装の組み合わせ処理(a-MAP+MCP)に

より，呼吸とエチレン生成が有意に抑制され

た．対照区の呼吸速度は収穫8日後には1mL g-1 

h-1に達したが，a-MAP区では0.5以下，a-MAP+ 

MCP区では0.3以下であった．対照区の雌ずい

におけるACC合成酵素(DC-ACS1, DC-ACS3)の

発現はa-MAP区およびa-MAP+MCP区において少

ない傾向にあった．花弁のACC酸化酵素

(DC-ACO1)の発現はa-MAPおよびa-MAP+MCP区

で対照区よりも遅れた．対照区における小花

の日持ちは5.5日であり，a-MAP区では2.3日延

びて7.8日，a-MAP+MCP区では7日延びて12.5

日となった．10日後の小花の写真を以下に示

した（図3）． 

図３．対照（左），a-MAP(中)，a-MAP+MCP(右).     

  

  処理48時間後の包装内のガス組成は，受動

的 MAPではO2が17%，CO2が3%に変化したのに対

し，能動的MAPでは，O2が7%，CO2が3.7%となっ

た．能動的MA包装により，鉢花および土壌呼

吸が抑制されることが示唆された．MA包装中

のエチレン濃度は1-MCP処理によって高まる



 

 

傾向にあった．これは，1-MCPによりエチレン

が受容体に結合されにくいことが原因と考え

られる． 

 能動的MA包装は葉身中の炭水化物，特に，

ピニトール含量を高める傾向にあった．1-MCP

処理は鉢物中のしおれた小花数のピークを処

理6日後から10日後に遅らせた．能動的MA包装

と1-MCPの組合せ処理は開花数を有意に増加

させた．これらの結果から，より早く高CO2条

件とする能動的MA包装と1-MCPの組合せ処理

は，鉢花カーネーションの呼吸とエチレン生

成を抑制し，炭水化物含量の減少を緩和し，

鉢花品質を改善することが示唆された．鉢花

全体よりも，小花のみを能動的MA包装と1-MCP

の組合せ処理した方が，顕著な効果が認めら

れたことから，本技術は切り花へ適用できる

と考えられる． 
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